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県
内
の
約
７
割
を
占
め
る
中
山
間
地
域
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
等

に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下
、
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
停
滞
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
集
落
機
能
強
化
や
活
性
化
に
向
け
て
、
今
年
度
、

県
で
は
「
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
本
市
に
お

い
て
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
市
の
現
状

　

市
内
で
は
、
世
帯
数
が　

世
帯
未

１０

満
で
高
齢
化
率（　

歳
以
上
の
人
の

６５

割
合
）　

％
以
上
の
町
内
会
は
、約
２

５０

年
間
で　

町
内
会
増
え
て
い
ま
す

２０

（
表
�
）。

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
こ

の
よ
う
な
町
内
会
が
さ
ら
に
増
加
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
集
落
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

世帯数１０世帯未満かつ高齢化率５０％以上の町内会

地 域 別
町内会数

平成２０年４月現在平成１８年４月現在

構成率
（％）

町内会数
構成率
（％）

町内会数

１３.６５４１１.６４６３９８高梁地域

０.０００.００３３有漢地域

１３.８１３１２.８１２９４成羽地域

１７.８１８１１.９１２１０１川上地域

２３.８２０１７.９１５８４備中地域

１４.８１０５１２.０８５７１０合　計

表①　市内の町内会の状況

集
落
機
能
の
強
化
・

　
　
　

活
性
化
に
向
け
て

市
の
取
り
組
み

平川地区での座談会（１０月２８日：天王集会所）
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モ
デ
ル
地
区
の
選
定

　

市
は
、
こ
う
し
た
集
落
機
能
が
危

ぶ
ま
れ
る
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

モ
デ
ル
地
区
を
選
定
。

　

戸
数
が　

戸
未
満
で
高
齢
化
率
が

１０

　

％
を
超
え
て
い
る
町
内
会
を
含

５０み
、
ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
等
を
実
施
し
て
い
る
地
域
の
中

か
ら
、
玉
川
町
増
原
・
下
切
地
区
、

備
中
町
平
川
地
区
の
２
地
区
を
選
び

ま
し
た
。

　

現
在
、モ
デ
ル
地
区
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、集
落
機
能
を
維
持
・
強
化
し
て

い
く
た
め
の
活
性
化
計
画
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
状
況

▼
活
性
化
計
画
策
定
の
体
制
整
備

　

モ
デ
ル
地
区
の
あ
る
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
等
の
組
織
、
吉
備
国
際
大

学
、
市
等
に
よ
る
計
画
策
定
等
の
実

施
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市

役
所
内
に
も
関
係
課
に
よ
る
連
絡
組

織
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
地
域
の
現
状
と
課
題
の
把
握

　

モ
デ
ル
地
区
で
は
、
町
内
会
単
位

を
基
本
と
す
る
住
民
座
談
会
を
、
７

月
か
ら
順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
住
民
座
談
会
で
は
、
各
町
内
会
で

実
施
さ
れ
て
い
る
共
同
作
業
や
行
事

等
の
活
動
内
容
や
現
状
、
課
題
を
把

握
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

座
談
会
は
、
吉
備
国
際
大
学
社
会

学
部
准
教
授
・ 
� 
理
恵
子
さ
ん
と
社

つ
る

会
福
祉
学
部
講
師
・
黒
宮
亜
希
子
さ

ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー　

に
迎

（※）

え
、
参
加
者
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
て
い
る
地
域
の「
良
い
こ
と
」

「
自
慢
で
き
る
こ
と
」「
心
配
な
こ
と
」

「
問
題
と
思
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
参
加
者
同
士
が
互
い
の
共
通
認

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち

の
地
域
に
あ
る
課
題
の
洗
い
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
地
区
の　

歳
１８

以
上
を
対
象
と
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
識

や
課
題
を
把
握
し
、
計
画
策
定
に
向

け
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

 
今
後
の
進
め
方

　

活
性
化
計
画
の
策
定
は
、
行
政
主

導
で
行
う
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
で
把
握
で
き
た
地
域

の
課
題
等
に
対
し
て
、
地
域
が
持
続

可
能
と
な
る
よ
う
方
策
等
を
盛
り
込

み
、
本
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
す
。

　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
は
、

次
年
度
か
ら
段
階
的
に
進
め
て
い

き
、
集
落
機
能
の
強
化
・
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

（※）プ
や
座
談
会
な
ど
に
お
い
て
、
議
論
に
中

立
的
な
立
場
を
保
ち
な
が
ら
話
し
合
い
に

参
加
し
、
多
様
な
意
見
を
取
り
ま
と
め
、

合
意
形
成
に
向
け
て
調
整
す
る
役
割
を
担

う
人
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
定
住
促
進

係（
�
�
０
２
８
２
）

 �  理恵子さん
つる

　住民自身が自分・家族・
集落・地域の将来をどう
考えるのか、それをきち
んと反映した計画にする、
という基本姿勢で進めて
います。

モデル地域�

《集落機能の現状と課題の把握》�
・実態把握(住民座談会)・住民の意向(住民アンケート)

《集落活性化計画の策定》　�
●中・長期的な地域のあり方　●安心な地域づくりなど�

岡山県�

周辺の地域� 市�

吉備国際大学�
まちづくり推進委員会�
コミュニティ協議会�

対象地域�

＜集落機能の強化・活性化のための推進体制＞

ファシリテーターから


